
緑
雨
・
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

ー
兆
民
訳
「
情
海
」
・
秋
水
訳
「
情
海
一
瀾
」
・
鴎
外
訳
「
毒
舌
」
に
見
る
、

西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
交
差
－

は
じ
め
に

斎
藤
緑
雨
は
江
戸
文
芸
と
の
繋
が
り
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

明
治
に
流
入
し
て
き
た
西
洋
文
学
の
影
響
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
語
ら
れ
て
き

た
。
だ
が
緑
雨
も
ま
た
、
あ
る
時
期
に
、
西
洋
文
学
と
の
接
触
を
持
ち
、
何
か

を
吸
収
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
緑
雨
の
言
葉
の
中
に
西
洋
の
匂
い
が
感
じ
取
れ
る
こ
と
を

（1）

指
摘
し
た
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
河
盛
好
蔵
氏
は
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
に
つ
い
て
、
「
緑
雨
の
言
葉
の
な
か
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
な
ど
に
持

ち
出
し
た
ら
、
人
び
と
の
喝
采
を
博
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
エ
ス
プ
リ
に
富
ん

だ
も
の
が
少
な
く
な
い
。
」
と
述
べ
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
西
洋
の
匂
い

を
鋭
く
嗅
ぎ
取
っ
て
い
る
。
小
塙
は
、
河
盛
氏
の
こ
の
直
感
的
な
指
摘
に
、
一

つ
の
論
拠
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
、
緑
雨
と
幸
徳
秋
水
と
の
関
係
に
そ
の
手
が
か
り
を
見
る
。
明
治
三
一

塚

　

本

　

章

　

子

年
二
月
、
緑
雨
は
r
萬
朝
報
j
の
社
員
と
し
て
筆
を
執
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に

秋
水
が
入
社
し
て
く
る
。
以
後
二
人
は
交
友
を
深
め
、
秋
水
は
緑
雨
が
最
も
心

を
許
し
た
友
の
一
人
と
な
る
。
や
が
て
秋
水
は
、
死
の
床
に
伏
し
て
な
お
貧
苦

に
あ
え
ぐ
緑
雨
に
、
最
期
ま
で
経
済
的
な
支
援
を
与
え
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
こ
の
二
人
の
交
友
が
、
こ
う
い
っ
た
日
常
生
活
の
次
元
に
と
ど
ま
ら

ず
、
例
え
ば
日
露
戦
争
に
対
す
る
「
非
戦
」
と
い
っ
た
思
想
的
側
面
に
ま
で
及

（
2
こ

ぶ
深
さ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
以
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
両
者
の
関
係
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
文
芸
的
側
面
に
も
及
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

秋
水
が
入
社
し
た
頃
、
緑
雨
は
「
萬
朝
報
」
に
「
眼
前
口
頭
」
（
明
三
一

一
⊥
二
二
二
二
）
を
連
載
し
て
い
た
。
そ
の
約
一
年
後
、
明
治
三
二
年
三
月
、

「
眼
前
口
頭
」
は
、
女
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
過
激
さ
に

ょ
っ
て
、
発
禁
処
分
を
受
け
る
。
こ
の
女
性
憎
悪
の
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
緑
雨

（3）

自
身
の
女
性
不
信
に
そ
の
原
因
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
そ

11



れ
ま
で
の
緑
雨
の
言
葉
の
中
に
も
、
女
性
嫌
い
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉
が
あ
る
と

し
て
も
、
「
眼
前
口
頭
」
　
の
女
性
に
関
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
、
や
は
り
あ
ま

り
に
激
し
く
、
異
様
で
あ
る
。
こ
の
激
し
さ
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ

て
い
る
の
か
。

私
は
こ
こ
に
、
秋
水
と
、
そ
の
師
中
江
兆
民
が
翻
訳
し
た
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
の
影
を
見
た
い
の
で
あ
る
。
秋
水
は
、
「
情
海
一
瀾
」
　
（
「
自
由
新
聞
」
明
二

七
・
四
～
五
）
と
超
し
、
西
洋
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
翻
訳
し
て
い

た
。
こ
の
「
惰
海
一
瀾
」
は
、
後
に
も
述
べ
る
が
、
兆
民
の
「
情
海
」
（
「
立
憲

自
由
新
関
∵
「
民
権
新
聞
∵
『
兆
民
文
集
J
明
二
四
二
二
二
五
～
六
二
）

の
継
続
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
情
海
」
も
ま
た
、
西
洋
の
女

性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
書
い
て
い
る
た
だ
な
か
に
あ
っ
た
緑
雨
と
、
か
つ
て
ア
フ

ォ
リ
ズ
ム
を
翻
訳
し
て
い
た
秋
水
と
が
出
会
い
、
交
友
を
深
め
て
い
く
な
か

で
、
緑
雨
が
、
秋
水
訳
「
惰
海
一
瀾
」
や
兆
民
訳
「
情
海
」
を
日
に
し
た
可
能

性
は
あ
る
。

緑
雨
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
は
、
秋
水
、
兆
民
の
翻
訳
を
通
し

て
、
西
洋
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
言
葉
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
か
。

そ
し
て
こ
こ
に
併
せ
て
、
「
三
人
冗
語
」
と
し
て
緑
雨
と
共
に
批
評
活
動
を

行
い
、
交
友
の
あ
っ
た
森
鴎
外
の
翻
訳
、
「
毒
舌
」
（
r
朝
野
新
聞
」
明
二
四
・

三
二
一
四
、
二
七
に
「
鴎
外
漁
史
紗
」
と
し
て
掲
載
、
r
婦
女
雑
誌
」
同
・
六
・

一
〇
に
再
掲
、
後
「
か
げ
草
」
明
三
〇
・
五
春
陽
堂
に
収
録
。
）
　
の
、
女
性
憎

悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

小
塙
で
は
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
秋
水
訳
「
情
梅
一
瀾
」
の
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
と
の
関
連
を
糸
口
と
し
、
さ
ら
に
兆
民
訳
「
惰
海
」
、
鴎
外
訳
「
毒
舌
」

の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
も
絡
め
て
、
緑
雨
の
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
繋

が
り
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
緑
雨
、
秋
水
、
鴎
外
が
、
西
洋
の
女
性

憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
展
開
し
得
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

緑
雨
の
「
眼
前
口
頭
」
と
、
秋
水
訳
「
惰
梅
一
瀾
」
と
を
対
比
し
、
類
似
す
　
1
2

る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
挙
げ
て
み
た
い
。
（
以
下
傍
線
は
私
に
付
す
。
）
　
　
－

○
　
　
狗
と
女
　
　
　
露
西
亜

狗
児
も
婦
人
よ
り
は
賢
な
り
其
主
を
吠
え
ざ
れ
ば
な
り
。
（
「
情
海
一
瀾
」
）

○
　
彼
の
妻
を
見
よ
、
飼
犬
を
見
よ
、
大
差
あ
り
や
。
餌
を
与
ふ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
バ
、
吠
ゆ
る
こ
と
な
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
眼
前
口
頭
」
）

ど
ち
ら
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
も
、
女
性
が
犬
と
比
べ
ら
れ
て
お
り
、

女
性
へ
の
軽
視
や
、
か
ら
か
い
が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
「
情
海
一
瀾
」
に
は
、
女

性
を
犬
に
見
立
て
た
文
章
が
こ
の
例
の
直
前
に
も
見
ら
れ
る
の
で
挙
げ
て
お
く
。

○
　
　
演
説
　
　
　
ジ
ョ
ン
ソ
ン



婦
人
の
演
説
は
例
へ
ば
狗
児
の
後
足
に
て
歩
す
る
が
如
し
、
為
し
て
巧

な
る
能
は
ず
然
れ
ど
も
人
は
兎
に
角
其
為
し
得
た
る
を
以
て
驚
欺
す
。

こ
の
文
章
も
や
は
り
、
女
性
を
椰
輸
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
次
の
類
似

を
挙
げ
る
。

〇
　
　
時
泣
　
　
　
ソ
ク
ラ
テ
ス

婦
人
の
囁
泣
を
信
ず
る
莫
れ
其
欲
す
る
ま
、
に
哺
泣
す
る
を
得
る
是
れ

婦
人
の
天
性
な
れ
ば
な
り
。

（
「
情
梅
一
瀾
」
）

上
に
本
欄
を
設
け
て
謂
ゆ
る
情
海
の
千
波
高
潤
、
筆
に
随
て
訳
出
す
、
七
穿
八

透
人
を
し
て
情
に
堰
へ
ざ
ら
し
む
、
今
其
喝
に
倣
ふ
、
続
昭
の
嘲
は
竪
子
の
甘

ず
る
所
な
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
憎
海
一
瀾
」
は
、
兆
民
の

「
情
海
」
　
の
続
編
を
意
図
し
て
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
兆
民
訳
「
情
海
」
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
、
緑
雨
「
眼
前
口
頭
」
の
ア
フ

ォ
リ
ズ
ム
と
の
問
に
も
類
似
が
見
ら
れ
る
。
次
に
対
比
す
る
。

○
　
　
虚
言
　
　
　
バ
イ
ロ
ン

○
　
涙
以
外
に
何
物
を
も
有
せ
ず
、
女
の
涙
ハ
技
術
な
り
。

（
「
眼
前
口
頭
」
）

こ
こ
で
は
、
双
方
と
も
に
、
女
性
の
涙
を
信
用
で
き
な
い
も
の
と
捉
え
て
い

る
。
も
う
一
つ
、
類
似
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
。

○
　
　
嫉
妬
　
　
　
独
逸

婦
人
の
虚
言
ほ
ど
可
憐
な
る
も
の
は
有
ら
ず
、
余
は
虚
口
を
以
て
婦
人

の
心
術
的
唯
一
の
装
飾
な
り
と
思
量
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
「
惰
海
」
）

嫉
妬
な
き
所
に
は
恋
愛
な
し
。

（
「
情
海
一
瀾
」
）

○
　
恋
ハ
親
切
を
以
て
成
立
す
、
引
力
也
。
不
親
切
を
以
て
持
続
す
、
弾
力

な
り
。
疑
惑
ハ
恋
の
要
件
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
眼
前
口
頭
」
）

こ
こ
で
は
、
ど
ち
ら
も
、
嫉
妬
や
疑
い
が
恋
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
緑
雨
「
眼
前
口
頭
」
と
秋
水
訳
「
情
梅
一
瀾
」
　
の
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
に
は
、
類
似
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
は
、
秋

水
の
訳
し
た
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
言
葉
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
秋
水
の
　
「
情
海
一
瀾
」
　
の
冒
頭
に
は
、
「
兆
民
翁
嘗
て
立
憲
自
由
の
紙

○
た
ま
〈
女
の
偽
り
を
陳
ず
る
こ
と
あ
り
と
も
、
た
ゞ
す
勿
れ
、
責
む
一

る
勿
れ
。
と
が
む
る
勿
れ
、
偽
り
か
あ
ら
ぬ
か
を
さ
へ
、
問
ふ
に
及
ば
　
1
3

ず
。
女
の
嘘
ハ
、
唯
聞
い
て
置
け
バ
宜
き
事
也
。
　
（
「
眼
前
口
頭
」
）
－

ど
ち
ら
も
、
女
性
の
嘘
を
軽
い
も
の
と
し
て
、
適
当
に
あ
し
ら
っ
て
お
け
ば

よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
次
の
類
似
を
見
る
。

○
　
　
形
躯
　
　
　
ジ
ュ
ー
ル
サ
ン
ド
ー

総
て
の
婦
人
が
一
種
奇
妙
な
る
道
徳
を
持
て
り
、
彼
等
は
口
頭
の
契
約

に
は
少
し
も
重
き
を
置
か
ず
、
彼
等
は
身
体
を
明
渡
し
た
る
後
な
ら
で
は

契
約
を
為
し
た
り
と
は
思
惟
せ
ず
、
然
ど
も
深
く
其
故
を
考
ふ
れ
ば
絢
に

当
然
の
事
な
り
、
何
と
な
れ
ば
、
彼
等
の
身
体
は
即
ち
精
神
に
て
、
吾
人

の
如
く
身
体
以
外
の
精
神
は
所
有
せ
ざ
る
が
故
な
り
　
　
　
（
「
情
梅
」
）

○
　
ふ
た
り
が
恋
の
契
約
書
に
あ
り
で
ハ
、
肉
交
ハ
詔
券
印
紙
な
り
。
之
を



貼
用
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
パ
、
自
己
も
猶
効
力
を
認
め
ず
。
（
「
眼
前
口
頭
」
）

こ
こ
で
は
、
双
方
と
も
、
「
契
約
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
が
ら
、
恋
に
お

い
て
身
体
的
関
係
が
優
先
さ
れ
て
い
る
風
潮
を
皮
肉
っ
て
い
る
。
他
の
例
も
、

挙
げ
て
お
き
た
い
。

○
　
　
相
見
ざ
る
こ
と
久
し
　
　
　
ロ
ー
シ
フ
コ
ー
ル

通
常
の
恋
は
相
見
ざ
る
こ
と
久
し
け
れ
ば
漸
々
薄
く
な
る
も
。
最
高
点

の
も
の
は
相
見
ざ
れ
ば
反
て
益
々
放
ん
に
な
る
も
の
な
り
。
蝋
燭
の
火
は

風
の
為
め
に
滅
え
。
火
事
の
火
は
風
の
為
に
広
が
る
　
　
　
　
（
「
情
海
」
）

○
　
相
見
バ
恋
ハ
止
む
べ
き
か
、
相
連
は
バ
恋
ハ
止
む
べ
き
か
、
相
語
ら
バ

恋
ハ
止
む
べ
き
か
。
切
に
求
め
て
休
む
こ
と
な
き
も
の
ハ
恋
也
。

（
「
眼
前
口
頭
」
）

こ
こ
で
は
、
求
め
て
止
む
こ
と
の
な
い
恋
の
激
し
さ
を
捉
え
て
い
る
。
も
う

一
例
挙
げ
る
。

○
　
　
涙
　
　
　
セ
リ
ユ
ー
ス

婦
人
の
涙
は
其
弱
点
に
調
味
す
る
一
種
の
香
料
な
り
。
　
（
「
情
海
」
）

○
　
涙
以
外
に
何
物
を
も
有
せ
ず
、
女
の
涙
ハ
技
術
な
り
。

（
「
眼
前
口
頭
」
）

秋
水
訳
「
情
海
一
瀾
」
と
の
対
比
で
も
挙
げ
た
が
、
こ
の
兆
民
訳
「
情
海
」

で
も
、
女
性
の
涙
が
装
飾
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
は
、
兆
民
訳
「
情
海
」
　
の
言
葉
も

入
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
緑
雨
は
、
秋
水
訳
「
惰
梅
一
瀾
」
や
、
秋
水
が
引

き
継
い
だ
と
い
う
兆
民
訳
「
情
梅
」
　
の
、
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の

言
葉
を
借
り
な
が
ら
、
女
性
や
恋
を
風
刺
し
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
作
り
上
げ
て

T
こ

い
る
の
で
あ
る
。

二

緑
雨
に
と
っ
て
秋
水
と
の
関
係
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
文
芸
面
に
お
い

て
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
緑
雨
が
、
「
朝
寝
髪
」
　
（
r
読
売
新
聞
」
明
三
二
・

九
・
五
～
二
　
一
三
）
、
「
わ
た
し
舟
」
　
（
「
太
平
洋
」
明
三
二
二
二
）
と
い

っ
た
あ
た
り
を
最
後
に
、
小
説
か
ら
虻
れ
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
へ
と
表
現
形
式
を
一

転
換
さ
せ
て
い
く
な
か
で
、
秋
水
は
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
　
1
4

れ
る
。
緑
雨
が
鋭
い
風
刺
精
神
を
持
ち
、
女
性
に
対
す
る
風
刺
の
言
葉
を
待
、
－

そ
の
結
果
、
「
眼
前
口
頭
」
が
発
禁
処
分
を
受
け
る
に
至
っ
た
陰
に
は
、
秋
水
、

（5）

そ
し
て
兆
民
の
言
葉
の
存
在
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

緑
雨
と
秋
水
は
、
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
共
通
す
る
地
点
を
持

つ
。
だ
が
そ
れ
は
、
一
体
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

女
性
憎
悪
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
西
洋
で
は
ミ
ソ
ギ
ユ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
、
古

（6）

代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
学
か
ら
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ

リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
が
隆
盛
し
、
離
婚
法
の
成
立
、

妾
の
財
産
権
の
確
立
、
選
挙
権
の
獲
得
、
女
性
の
高
等
教
育
の
拡
大
と
い
っ
た

こ
と
が
起
こ
り
、
従
来
の
女
性
像
や
結
婚
観
の
転
換
が
な
さ
れ
て
い
く
の
で
あ



（7）

る
。
こ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
、
女
性
や
恋
や
結
婚
を
風
刺
す
る
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
が
、
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
明
治
の
前
半
は
、
女
権
運
動
が
起
こ
り
、
女
子
教
育
が

奨
励
さ
れ
、
恋
愛
神
聖
論
が
隆
盛
し
、
「
家
」
か
ら
「
家
庭
」
と
い
う
転
換
が

試
み
ら
れ
る
な
ど
、
女
性
像
や
結
婚
観
が
大
き
く
変
容
し
た
時
期
で
あ
り
、
こ

う
い
っ
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

社
会
風
刺
と
い
う
も
の
が
な
さ
れ
て
い
く
と
き
、
そ
の
原
初
的
な
段
階
に
お

（8）

い
て
、
女
性
は
最
も
手
近
で
安
全
な
対
象
と
し
て
あ
る
。
秋
水
と
緑
雨
は
、
そ

こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
緑
雨
に
つ
い
て
は
後
に

述
べ
る
と
し
て
、
ま
ず
秋
水
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
い
。

秋
水
の
風
刺
、
批
判
精
神
は
、
女
性
と
い
う
対
象
を
離
れ
、
政
治
批
判
、
社

会
批
判
へ
と
向
か
う
。
秋
水
は
、
日
露
戦
争
へ
の
「
非
戦
」
を
訴
え
た
論
説
の

一
つ
「
吾
人
は
飽
く
ま
で
も
戦
争
を
非
記
す
」
（
「
平
民
新
聞
し
明
三
七
二

一
七
）
　
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
な
、
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
、
エ
ラ
ス
ム
ス
、
ル
ー
テ

ル
の
「
非
戦
」
　
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
置
い
て
い
る
。

凡
て
の
時
と
所
と
に
於
け
る
凡
て
の
罪
悪
を
集
む
る
と
も
決
し
て
一
の

野
戦
に
依
り
て
生
ず
る
害
悪
に
過
ぐ
る
こ
と
な
し
（
ヴ
オ
ル
テ
ー
ル
）
。

戦
争
は
人
間
の
財
産
及
び
身
体
に
関
し
て
よ
り
も
人
間
の
遺
徳
に
関
し

て
更
に
大
な
る
害
悪
を
為
す
（
エ
ラ
ス
ム
ス
）
。

大
砲
と
火
器
は
残
忍
に
し
て
嫌
悪
す
べ
き
器
械
な
り
、
予
は
信
ず
、
是

れ
悪
魔
の
直
接
の
勧
奨
に
依
り
て
生
ず
る
者
な
る
を
（
ル
ー
テ
ル
）
。

短
い
言
葉
で
述
べ
ら
れ
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
言
葉
は
、
後
に
続
く
論
説
本
文

の
言
葉
を
端
的
に
要
約
し
っ
つ
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
読
む
者
に
与
え
て
い

る
。同

時
に
、
秋
水
は
自
分
で
も
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
、
「
撃
石
火
」
と
題

し
、
明
治
三
六
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
明
治
三
八
年
九
月
一
〇
日
ま
で
、
「
平

（9）

民
新
聞
」
及
び
r
直
言
」
に
連
載
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
戦
争
の
虚
偽
を
あ

ぱ
く
よ
う
な
言
葉
が
並
ん
で
い
る
。
一
連
の
箇
所
を
引
用
し
て
み
る
。

徴
兵
猶
予

従
軍
者
を
送
っ
て
万
歳
を
歓
呼
す
る
の
人
は
、
曾
て
其
子
の
徴
兵
猶
予

を
希
ふ
て
、
官
立
学
校
に
人
ら
し
め
た
る
の
人
也
。

提
灯
行
列

提
灯
行
列
と
、
煙
草
屋
の
行
列
と
甚
だ
相
似
た
る
こ
と
を
怪
し
む
を
巳

め
よ
、
同
じ
く
是
れ
広
告
の
為
め
に
非
ず
、
同
じ
く
是
れ
国
益
の
為
め
な

り
と
い
へ
り
。神
祐
あ
り

吾
人
は
日
本
政
府
が
、
何
故
に
陸
海
軍
を
派
出
せ
る
や
を
怪
し
む
、
新

聞
紙
伝
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、
日
本
に
は
神
祐
あ
り
、
神
風
曾
て
戦
ひ
た
り

き
、
今
は
守
護
札
戦
へ
り
、
八
幡
の
鳩
戦
へ
り
、
迫
々
稲
荷
の
狐
、
大
黒

の
鼠
、
金
比
羅
の
天
狗
、
弁
天
の
蛇
を
出
し
て
戦
は
し
む
可
し
、
何
ぞ
陸

海
軍
を
要
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
（
「
平
民
新
聞
」
明
三
七
二
「
二
こ

こ
れ
ら
は
、
現
実
社
会
の
矛
盾
を
鋭
く
切
り
取
り
、
日
露
戦
争
の
虚
偽
を
指

15



摘
し
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
現
実
の
矛
盾
を
、
瞬
間
的
に
鋭
く
言
い
当
て

て
み
せ
る
表
現
と
し
て
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
有
効
で
あ
ろ
う
。

秋
水
の
風
刺
精
神
は
、
こ
の
よ
う
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
と
い
う
対
象
に

向
か
っ
て
直
進
し
て
い
く
。
だ
が
そ
の
分
、
秋
水
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
は
、
緑

雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
市
井
に
生
き
る
人
々
の
滑
稽
や
笑

（10）

い
と
い
っ
た
芳
醇
さ
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

秋
水
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
表
現
形
式
と
関
わ
り
、

自
己
の
思
想
を
表
現
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
執
筆
期
間
は
、
緑
雨
が
、
同
じ
「
平
民
新
聞
」
紙
上
に
お
い
て
「
も
、
は
が

き
」
　
（
明
三
六
二
一
・
l
≡
～
三
七
二
　
二
二
）
を
連
載
し
て
い
た
時
期
か

ら
、
明
治
三
七
年
四
月
に
没
し
た
後
し
ば
ら
く
の
期
間
に
該
当
す
る
。

緑
雨
と
秋
水
、
こ
の
両
者
は
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
文
芸
的
側
面
に
お
い

て
も
、
相
互
に
併
走
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
緑
雨
の
風
刺
精
神
は
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
こ
こ
で
一
旦
、
緑
雨
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ

ォ
リ
ズ
ム
と
、
鴎
外
訳
の
女
性
を
風
刺
し
た
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
に

つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。

三

緑
雨
は
、
森
鴎
外
と
も
、
r
し
が
ら
み
草
紙
」
や
「
め
さ
ま
し
草
」
な
ど
で
共

に
批
評
活
動
を
行
い
、
交
友
を
持
っ
た
。
鴎
外
も
ま
た
、
「
毒
舌
」
で
、
女
性

を
風
刺
し
た
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
、
緑
（‖】

雨
「
眼
前
口
頭
」
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
類
似
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

次
に
対
比
す
る
。

〇
　
日
は
魂
の
窓
に
し
て
、
道
な
ら
ぬ
恋
の
裏
門
な
り
。

C
h
．
d
e
l
a
F
e
r
r
i
町
e
．
（
「
毒
舌
」
）

○
　
何
故
に
女
子
ハ
貞
淑
な
ら
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
。
何
故
に
女
子
を
し
て
貞

淑
な
ら
し
め
ざ
る
可
ら
ざ
る
か
。
女
子
に
操
あ
り
と
信
ず
る
者
ハ
、
自
己

の
零
落
を
知
ら
ざ
る
者
也
。
相
携
へ
て
途
上
を
行
く
と
せ
よ
、
妻
の
眼
の

何
も
の
に
注
が
れ
、
妻
の
眼
に
何
も
の
、
映
れ
る
か
を
、
夫
ハ
察
知
す
る

の
能
力
な
き
者
也
。
況
ん
や
抑
制
を
や
。
能
力
と
言
は
ざ
る
迄
も
、
妻
が

・
夜
毎
の
夢
の
始
終
を
、
明
か
に
聴
く
可
き
信
用
だ
に
無
き
者
也
。

（
「
眼
前
口
頭
」
）

こ
こ
で
は
、
ど
ち
ら
も
女
性
の
「
目
（
限
）
」
を
と
ら
え
、
道
な
ら
ぬ
恋
を

秘
め
た
姿
を
描
い
て
い
る
。
も
う
一
例
挙
げ
る
。

16

○
来
し
か
た
を
も
思
は
ず
、
行
末
を
も
恩
は
ぬ
恩
は
恋
の
み
な
り
。

官
官
l

n
．
（
「
毒
舌
」
）

○
相
見
バ
恋
ハ
止
む
べ
き
か
、
相
通
は
バ
恋
ハ
止
む
べ
き
か
、
相
語
ら
バ

恋
ハ
止
む
べ
き
か
。
切
に
求
め
て
休
む
こ
と
な
き
も
の
ハ
恋
也
。

（
「
眼
前
口
頭
」
）

こ
の
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
前
の
と
こ
ろ
で
「
情
海
」
と
も
対
比
し
た
も

の
だ
が
、
こ
こ
で
も
、
ど
ち
ら
も
恋
の
激
し
さ
を
描
い
た
も
の
と
し
て
取
り
上



げ
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
、
鴎
外
の
「
毒
舌
」
と
も
、
接
点

を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
毒
舌
」
が
訳
出
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
r
鴎
外
全
集
」
第
二
二

巻
二
九
七
三
・
八
岩
波
書
店
）
　
「
後
期
」
　
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。
明
治
二
四
年
三
月
二
四
日
の
「
朝
野
新
開
」
「
社
告
」

に
は
、
次
の
よ
う
に
古
か
れ
て
い
る
。

（

マ

マ

）

マ
ツ
タ
鴎
外
漁
史
は
、
来
月
中
旬
よ
り
高
尚
優
美
東
洋
人
の
未
だ
味
は
ざ

る
／
独
逸
滑
稽
小
説
／
を
訳
出
し
て
読
者
を
絶
倒
せ
し
め
ん
と
て
今
は
や

そ
の
起
稿
中
な
り
用
心
し
て
顎
を
外
さ
ぬ
様
予
め
警
報
を
お
伝
へ
申
す
所

な
り
而
し
て
先
づ
其
前
駆
と
し
て
取
り
敢
へ
ず
／
毒
舌
／
て
ふ
漫
録
を
ば

本
日
の
紙
上
に
掲
げ
た
り

鴎
外
の
　
「
毒
舌
」
と
い
う
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
訳
出
は
、
「
独
逸

滑
稽
小
説
」
　
の
訳
出
を
模
索
す
る
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
「
独
逸
滑
稽
小
説
」
は
、
そ
の
後
も
遅
れ
続
け
る
。
四
月
一
六
日
の

同
新
聞
の
「
社
告
」
　
に
は
、

独
逸
滑
稽
小
説
／
小
説
の
泰
斗
森
鴎
外
大
人
の
筆
に
な
る
盗
賊
修
行
（
塚

本
注
・
梅
花
通
人
作
）
　
に
継
て
本
紙
に
掲
ぐ
る
所
の
も
の
な
り
作
者
自
ら

謂
ふ
是
れ
本
邦
人
の
夢
想
だ
も
及
ば
ざ
る
西
洋
滑
稽
の
訳
述
な
り
と
大
人

の
手
並
み
は
人
巳
に
知
る
効
能
の
程
は
更
に
も
言
は
ざ
る
べ
L

と
再
び
掲
載
が
予
告
さ
れ
る
。
梅
花
通
人
の
「
盗
賊
修
行
」
は
、
四
月
二
一
日

か
ら
五
月
五
日
ま
で
、
一
一
回
で
完
結
し
て
い
る
。
だ
が
、
五
月
八
日
に
は
、

「
然
れ
ど
も
鴎
外
漁
史
の
滑
稽
小
説
は
機
も
あ
ら
ば
、
切
て
出
て
我
朝
野
新
開

紙
上
に
南
面
し
て
孤
と
称
せ
ん
と
待
ち
溝
へ
り
、
」
と
い
う
「
社
告
」
が
載
せ

ら
れ
、
「
独
逸
滑
稽
小
説
」
は
登
場
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
九
日
に
も
同
文

の
「
社
告
」
が
載
る
の
で
あ
る
が
、
「
独
逸
滑
稽
小
説
」
は
遂
に
紙
面
に
登
場

し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

鴎
外
訳
「
毒
舌
」
と
い
う
、
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
訳
出
は
、
鴎
外

が
「
笑
い
」
　
の
文
学
を
模
索
す
る
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
「
独

逸
滑
稽
小
説
」
は
、
遂
に
紙
面
に
登
場
し
な
か
っ
た
。
鴎
外
は
、
「
笑
い
」
　
の

文
学
を
翻
訳
し
よ
う
し
て
い
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
鴎
外
一

に
お
い
て
、
「
笑
い
」
　
の
文
学
の
模
索
は
、
模
索
の
ま
ま
で
終
わ
っ
た
の
で
は
　
1
7

な

か

っ

た

か

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
に
か
け
て
、
モ
リ
エ
ー
ル

（12｝

の
喜
劇
が
多
数
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
の
近
代
文
学
の
土
壌
に
、
「
笑

い
」
　
の
文
学
や
「
喜
劇
」
と
い
っ
た
も
の
が
深
く
根
を
下
ろ
す
こ
と
は
な
か
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四

で
は
、
緑
雨
の
風
刺
精
神
は
、
ど
こ
へ
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

秋
水
の
よ
う
に
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
批
判
へ
と
突
き
進
ん
で
い
く
こ

と
も
な
か
っ
た
し
、
鴎
外
の
よ
う
に
「
滑
稽
小
説
」
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
も



な
か
っ
た
。
緑
雨
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
、
世
の
中
の
風
潮
を
、
茶
化
し
、
皮

肉
り
、
嘲
笑
し
て
い
く
地
点
に
、
そ
し
て
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
短
小
な
表
現

形
式
そ
の
も
の
に
、
と
ど
ま
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

兆
民
訳
「
情
海
」
・
秋
水
訳
「
情
海
一
瀾
」
・
鴎
外
訳
「
毒
舌
」
に
は
、
ロ
ー

シ
フ
コ
ー
ル
　
（
「
惰
海
」
）
、
ロ
シ
フ
コ
ー
ル
ト
　
（
「
情
梅
二
瀾
」
）
、
L
a

R
O
C
h
e
f
O
u
C
a
u
l
d
（
「
毒
舌
」
）
と
い
う
名
、
す
な
わ
ち
、
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー

の
名
が
多
く
見
ら
れ
る
。
緑
雨
が
進
も
う
と
し
た
道
の
果
て
に
、
ラ
・
ロ
シ
ュ

フ
コ
ー
の
よ
う
な
文
芸
世
界
を
思
い
描
い
て
み
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
あ
る

（13）

ま
い
か
。

そ
し
て
ま
た
、
先
程
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
を
対

比
検
証
し
た
箇
所
で
、
バ
イ
ロ
ン
　
（
「
情
海
」
）
、
B
a
－
z
a
c
．
（
「
毒
舌
」
）
と
い
っ

た
、
一
九
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
大
き
な
流
行
と
な
っ
て
い
た

「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
に
関
わ
り
が
あ
る
と
さ
れ
る
作
家
や
画
家
た
ち
の
名
前
が

挙
が
っ
て
い
た
事
を
想
起
し
た
い
。
バ
イ
ロ
ン
は
ダ
ン
デ
ィ
ー
と
し
て
人
気
を

博
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
若
い
頃
は
ダ
ン
デ
ィ
ー
を
目
指
す
も
体
重
増
加
で
断

念
、
小
説
の
人
物
に
ダ
ン
デ
ィ
ー
を
創
出
し
た
。
「
情
海
」
、
「
情
海
一
瀾
」
、
「
毒

舌
」
に
は
、
対
比
し
た
箇
所
以
外
に
も
、
バ
イ
ロ
ン
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
名
が
多

く
見
ら
れ
る
。
特
に
、
バ
イ
ロ
ン
の
名
は
多
い
。
他
に
も
、
対
比
の
中
で
は
取

り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
「
情
海
」
　
に
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
ア
ル
フ
レ
ト
ミ
ユ

セ
ー
と
い
う
名
も
挙
が
っ
て
い
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
も
、
作
品
の
中
に
数
々
の

「
ダ
ン
デ
ィ
ー
」
を
創
出
し
、
ミ
ユ
ツ
セ
も
当
時
有
名
な
ダ
ン
デ
ィ
ー
で
あ
っ

た
。
緑
雨
は
、
西
洋
の
　
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
と
交
差
し
、
そ
の
空
気
を
、
間
接

的
に
で
は
あ
る
が
呼
吸
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

｛14）

河
盛
好
蔵
氏
は
、
緑
雨
に
つ
い
て
、

私
た
ち
は
彼
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に

は
、
大
し
た
作
品
を
残
さ
な
か
っ
た
が
エ
ス
プ
リ
の
利
い
た
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
や
ボ
ン
・
モ
に
よ
っ
て
文
壇
や
社
交
界
に
名
を
売
っ
た
文
士
が
少
な
く

な
い
。
緑
雨
も
も
し
フ
ラ
ン
ス
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
彼
の
才
能
は
も
っ

と
高
く
評
価
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
が
、
説
得
力
を
持
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

緑
雨
も
ま
た
、
海
を
越
え
て
発
生
し
て
い
た
あ
る
種
の
「
ダ
ン
デ
ィ
ー
」
で

（B）

あ
っ
た
。
内
田
魯
庵
は
、
緑
雨
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。

こ
ん
な
長
屋
に
親
の
厄
介
と
な
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
無
論
気
楽
な
身
の

上
で
は
無
か
つ
た
ら
う
が
、
外
出
け
る
時
は
イ
ツ
デ
モ
常
椅
羅
の
斜
子
の

紋
付
き
に
一
楽
の
小
袖
と
い
う
ゾ
ロ
リ
と
し
た
服
装
を
し
て
い
た
。
尤
も

一
枚
こ
つ
き
り
の
所
謂
常
上
着
の
晴
着
な
し
で
あ
っ
た
ら
う
が
左
に
右
く

リ
ウ
と
し
た
服
装
で
、
看
板
法
被
に
簑
書
崩
し
の
京
の
字
の
付
い
た
お
抱

へ
然
た
る
侍
を
乗
廻
し
、
何
処
へ
行
っ
て
も
必
ず
位
を
待
た
し
て
置
い

た
。
例
へ
ば
私
の
下
宿
に
一
日
遊
ん
で
る
時
で
も
、
朗
か
ら
夜
る
遅
く
ま

で
も
任
を
待
た
し
て
置
い
た
。
（
略
）
悠
ん
な
馬
鹿
げ
た
虚
飾
を
張
る
に

骨
を
折
っ
て
ゐ
た
。
緑
雨
と
一
緒
に
歩
い
た
こ
と
も
度
々
あ
っ
た
が
、
緑

雨
は
何
時
で
も
リ
ウ
と
し
た
黒
紋
付
で
跡
か
ら
任
が
お
伴
を
し
て
来
る
と
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い
う
勢
ひ
だ
か
ら
、
精
々
が
米
琉
の
羽
織
に
鉄
欄
の
眼
鏡
の
風
釆
頗
る
揚

ら
ぬ
私
の
如
き
は
恋
う
し
て
も
お
伴
の
書
生
ぐ
ら
い
に
し
か
見
え
な
か
っ

た
で
あ
ら
う
。

緑
雨
は
虚
飾
家
と
云
へ
ば
虚
飾
家
だ
が
黒
斜
子
の
紋
付
き
を
着
て
抱
へ

伴
を
乗
廻
し
て
ゐ
た
時
代
は
貧
乏
咄
を
し
て
ゐ
て
も
気
品
を
重
ん
じ
て
ゐ

た
。
下
司
な
所
為
は
決
し
て
倣
な
か
っ
た
。
何
処
の
家
の
物
で
な
け
れ
ば

喰
へ
な
い
な
ど
、
賢
を
云
っ
て
ゐ
た
代
り
に
は
通
人
を
気
取
る
と
同
時
に

紳
士
を
任
じ
て
ゐ
た
。

こ
う
い
っ
た
魯
庵
の
言
葉
か
ら
は
、
服
装
や
偉
、
ま
た
、
食
と
い
っ
た
も
の

に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
美
意
識
を
貫
き
、
「
紳
士
を
任
じ
て
」
　
い
た
緑
雨
の
姿

が
浮
か
び
上
が
る
。

「
ダ
ン
デ
ィ
ー
」
は
、
都
会
に
暮
ら
し
、
身
な
り
や
食
と
い
っ
た
も
の
に
強

い
「
美
意
識
」
を
持
ち
、
「
女
嫌
い
」
で
、
「
結
婚
」
を
否
定
し
「
独
身
主
義
」

を
通
す
。
文
学
作
品
に
お
け
る
評
価
は
、
例
外
を
除
い
て
は
今
一
つ
で
、
生
き

方
そ
の
も
の
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
公
序
良
俗
や
良
妻
賢
母
と
い
う

「
道
徳
」
の
仮
面
を
剥
が
し
、
本
当
の
人
間
の
恋
や
性
を
露
わ
に
す
る
。
そ
し

て
、
「
自
己
の
美
意
識
」
を
貫
き
、
「
失
わ
れ
て
い
く
も
の
」
を
胸
に
抱
い
て
、

時
代
と
の
乱
轢
の
中
に
生
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
も
の
が
一
九
世
紀
ヨ

（B）

ー
ロ
ッ
パ
に
登
場
し
た
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
な
ら
、
右
の
よ
う
な
緑

雨
の
あ
り
方
も
ま
た
、
そ
の
〓
榎
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

、ドー

山
田
勝
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
西
洋
の
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
を
、
一
つ
の
個
人

主
義
と
見
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
発
生
と
同
時
期
に
発
生
し
た
「
ロ
マ
ン

テ
ィ
シ
ズ
ム
の
変
型
様
式
」
、
「
反
ロ
マ
ン
主
義
と
し
て
の
ロ
マ
ン
主
義
」
で
あ

る
と
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
ま
た
、
氏
は
、
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
の
特
徴
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
ダ
ン
デ
ィ
ー
発
祥
の
根
源
的
要
因
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
台
頭
、

崩
壊
し
っ
つ
あ
る
貴
族
趣
味
、
そ
し
て
平
等
主
義
に
あ
っ
た
こ
と
は
す
で

に
述
べ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
に
対
し
て
、
空
虚
と
も
思
え
る
姿
勢

で
、
反
抗
の
演
技
を
繰
り
広
げ
た
の
が
ダ
ン
デ
ィ
ー
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
ダ
ン
デ
ィ
ー
の
基
本
精
神
は
「
反
逆
」
に
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
一

る
。
し
か
し
こ
こ
で
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
彼
ら
に
は
政
治
的
イ
　
1
9

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
絶
対
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
革
命
に
し
ろ
、
労
働
－

運
動
に
し
ろ
、
デ
モ
に
し
ろ
、
反
逆
の
要
素
は
あ
る
。
し
か
し
ダ
ン
デ
ィ

ー
の
反
逆
は
決
し
て
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
は
な
い
。
（
略
）
ダ
ン

デ
ィ
ー
の
反
逆
は
、
従
っ
て
、
体
制
へ
の
反
逆
で
は
な
く
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
定
着
し
っ
つ
あ
る
生
活
様
式
の
卑
属
性
へ
の
反
逆
で
あ
る
。
つ

ま
り
社
会
の
風
潮
へ
の
反
逆
と
言
っ
て
い
い
。

「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
は
、
時
代
に
対
す
る
一
つ
の
抵
抗
で
あ
っ
た
。
緑
雨
も

ま
た
、
没
落
士
族
の
玲
持
を
抱
き
、
明
治
社
会
へ
の
「
反
逆
」
を
表
し
続
け
た

の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
江
戸
に
生
ま
れ
た
わ
け
で
も
な
い
緑
雨
が
、
殊

更
に
江
戸
っ
子
を
気
取
っ
た
の
も
、
そ
の
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
の
な
せ
る
技
で



（18）

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
軽
妙
な
皮
肉
や
嘲
笑
は
、
や
が

て
、
時
代
が
国
家
主
義
へ
と
傾
斜
し
、
日
活
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
へ
と
向
か
う

な
か
で
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
含
み
持
っ
て
い
く
。

○
　
泰
山
は
土
壌
を
ゆ
づ
ら
ず
、
さ
れ
ば
小
論
客
あ
り
、
小
策
士
あ
り
、
小

銀
行
あ
り
、
小
雑
誌
あ
り
、
刺
さ
へ
小
勧
工
場
あ
り
て
、
こ
れ
ら
の
相
集

合
し
、
抱
合
し
、
化
合
せ
る
も
の
を
、
大
日
本
国
と
称
す
る
な
り
。
富
嶽

は
、
吃
然
雲
表
に
秀
て
、
千
秋
ゆ
る
が
ぬ
御
世
の
姿
を
、
世
界
に
誇
示
せ

り
、
写
真
に
誇
示
せ
り
。
　
　
　
　
　
（
「
半
文
銭
」
明
三
五
二
丁
八
）

○
　
日
本
は
武
士
国
な
り
き
。
刃
を
避
け
ざ
る
武
士
の
勇
気
を
以
て
、
人
類

一
般
の
勇
気
を
誤
解
せ
る
国
な
り
き
。
有
識
な
る
べ
き
人
の
論
評
に
も
、

今
猶
こ
の
傾
向
を
存
す
。
武
士
回
は
野
蛮
国
也
、
武
士
国
の
勇
気
は
野
蛮

国
の
勇
気
也
。
　
　
　
　
　
　
　
（
「
大
底
小
底
」
明
三
六
・
五
～
七
）

緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
、
日
清
戦
争
後
、
国
家
主
義
化
し
日
露
戦
争
へ
と

突
き
進
ん
で
い
く
時
代
と
、
格
闘
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
や
が
て
「
撃
石
火
」
を
書
こ
う
と
す
る
秋
水
に
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

の
持
つ
一
つ
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。（1
9）

こ
の
緑
雨
の
時
代
と
格
闘
す
る
姿
勢
は
、
以
前
に
も
論
じ
た
よ
う
に
、
ア
フ

ォ
リ
ズ
ム
以
外
の
言
葉
も
含
め
て
こ
の
時
期
の
緑
雨
の
言
葉
を
辿
っ
て
み
れ
ば
、

一
つ
の
底
流
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。

明
治
三
三
年
二
月
、
劇
場
取
締
規
則
が
警
視
庁
か
ら
改
正
発
布
さ
れ
、
そ
の

第
二
三
条
に
お
い
て
「
勧
善
懲
悪
の
主
旨
に
背
戻
す
る
」
演
劇
は
「
興
行
す
る

こ
と
を
得
ず
」
と
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
緑
雨
は
、
翌
三
四
年

一
月
、
大
野
酒
竹
に
宛
て
た
書
簡
で
、
批
評
家
が
〓
同
団
結
し
て
社
会
に
対

抗
す
る
」
事
を
訴
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
緑
雨
は
、
日
露
戦
争
の
開
戦
直
後
、
明
治
三
七
年
二
月
一
五
日
付
の
幸

徳
秋
水
宛
書
簡
の
中
で
、
「
急
二
僕
モ
非
戦
論
デ
モ
書
キ
タ
ク
ナ
ツ
タ
」
と
書

き
、
戦
争
に
自
ら
喜
ん
で
参
加
し
て
い
く
「
兵
士
其
人
ノ
謬
想
」
か
ら
「
論
サ

ネ
バ
」
な
ら
な
い
と
、
独
自
の
視
点
か
ら
秋
水
に
助
言
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡

の
内
容
は
、
秋
水
が
雷
い
た
と
さ
れ
る
、
六
日
後
の
二
一
日
付
r
平
民
新
聞
」

論
説
「
兵
士
の
謬
想
」
に
ほ
ほ
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
緑
雨

と
秋
水
が
「
非
戦
」
と
い
う
態
度
に
お
い
て
共
鳴
し
て
い
た
こ
と
、
緑
雨
の
言

葉
が
秋
水
の
「
非
戦
論
」
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で

あ
る
。だ
が
、
こ
う
い
っ
た
緑
雨
の
、
時
代
に
対
す
る
「
抵
抗
」
の
姿
勢
は
、
秋
水

の
よ
う
な
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
も
の
と
は
、
や
は
り
一
線
を
画
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
緑
雨
が
一
人
の
個
人
と
し
て
自
由
に
古
き
、
振
る
舞

お
う
と
す
る
中
で
、
そ
れ
を
阻
止
し
ょ
う
と
し
て
く
る
時
代
の
問
題
と
ぶ
つ
か

り
、
格
闘
す
る
姿
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

斎
藤
緑
雨
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
は
、
西
洋
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
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オ
リ
ズ
ム
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

緑
雨
の
女
性
憎
悪
は
、
こ
れ
ま
で
、
緑
雨
自
身
の
女
性
不
信
や
女
性
恐
怖
の

表
れ
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
以
前
私
は
、
緑
雨
の
女
性
憎
悪
に
は
、

逆
説
的
に
、
緑
雨
の
意
外
に
純
粋
な
「
恋
」
　
へ
の
憧
れ
と
、
そ
れ
が
こ
の
世
に

お
い
て
か
な
わ
ぬ
事
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
「
閻
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
緑
雨
の
女
性
憎
悪
と
呼
ば
れ
て
き
た

も
の
は
、
女
性
の
中
に
あ
る
「
魔
」
を
描
こ
う
と
し
た
故
の
も
の
だ
っ
た
の
で

（罰）

は
な
い
か
と
述
べ
、
樋
口
一
葉
の
文
学
と
の
共
鳴
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
緑
雨
の
資
質
に
、
西
洋
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
呼
応

し
て
、
独
自
の
世
界
を
作
ら
し
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
バ
イ
ロ

ン
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
ミ
ユ
ツ
セ
と
い
っ
た
、
一
九
世
紀
西
洋

で
流
行
し
た
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
に
関
わ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
新
た
な
人
間
像

を
模
索
し
た
者
た
ち
の
言
葉
が
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
流
れ
込
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

緑
雨
に
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
兆
民
、
秋
水
、
鴎
外
ら
に
よ
る
翻
訳
で

あ
っ
た
。
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
西
洋
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
多
く
翻
訳
さ
れ
、

あ
る
可
能
性
を
予
感
さ
せ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
は
、
そ
う
い
っ
た
土
壌
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
緑
雨
は
作
家
と
し
て
の
出
発
期
に
「
自
由
燈
」
に
入
社
し
、
坂
崎
紫

瀾
の
下
で
働
い
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
再
び
、
兆
民
、
秋
水
と
い
う
自
由
民

権
運
動
の
潮
流
に
接
触
し
て
い
る
。

こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
緑
雨
と
秋
水
と
の
関
係
で
あ
る
。
両
者

の
交
友
は
、
日
常
的
次
元
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
、
思
想
的
側
面
に
も
及
ぶ

が
、
さ
ら
に
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
文
芸
的
側
面
の
交
流
に
も
及
ん
で
い
る

の
で
あ
右
。
両
者
は
、
共
に
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
古
き
つ
つ
、
同
じ
時
代
を
併
走

し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
秋
水
が
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
傾
倒
し
、
直
接
的
な
政
治
行
動

へ
と
進
ん
で
い
く
の
に
対
し
て
、
ま
た
、
鴎
外
の
女
性
憎
悪
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム

の
翻
訳
が
、
「
滑
稽
小
説
」
　
の
模
索
の
中
で
な
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
緑
雨
は
、

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
う
形
式
に
と
ど
ま
り
続
け
る
。

そ
し
て
、
そ
の
軽
快
な
皮
肉
や
嘲
笑
の
中
に
、
徒
党
を
組
む
こ
と
な
く
一
人
一

吃
然
と
自
己
の
美
意
識
を
貫
き
、
時
代
を
風
刺
、
批
評
し
続
け
、
そ
の
歩
み
の
　
2
1

途
上
に
お
い
て
、
国
家
権
力
に
よ
る
表
現
規
制
に
対
す
る
抵
抗
や
、
日
露
戦
争
　
I

へ
の
「
非
戦
」
の
態
度
に
至
っ
た
、
緑
雨
の
孤
高
な
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

斎
藤
緑
雨
と
は
、
坂
崎
紫
蘭
、
中
江
兆
民
、
幸
徳
秋
水
と
い
っ
た
自
由
民
権

運
動
の
流
れ
に
接
触
し
な
が
ら
、
北
村
透
谷
、
樋
口
一
葉
と
同
時
代
を
生
き
、

明
治
の
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
の
空
気
を
呼
吸
し
っ
つ
、
も
う
一
つ
の
道
を
歩
ん
で
い

っ
た
、
あ
る
種
の
徹
底
し
た
個
人
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
こ
の
国

家
と
対
時
す
る
ほ
ど
強
烈
な
個
人
主
義
こ
そ
、
明
治
と
い
う
時
代
の
中
で
、
西

洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
交
差
し
っ
つ
、
緑
雨
が
、
独
自
に
切
り
開
い
て
い
っ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。



注（
1
）
「
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
ー
C
a
u
s
e
r
i
e
s
．
V
l
」
（
r
新
潮
」
第
七
二
巻
五
号
一
九
七

五
・
五
）

（
2
）
拙
論
「
緑
雨
と
秋
水
－
そ
れ
ぞ
れ
の
r
非
戦
論
」
－
」
　
（
r
国
文
学
放
し
第
一
八
四
号

二
〇
〇
四
・
一
二
）

（
3
）
野
口
武
彦
氏
は
、
「
斎
商
品
慧
里
⊥
明
治
シ
ニ
シ
ズ
ム
の
運
命
－
」
（
r
中
央
公
論
」
第

八
四
巻
二
号
一
九
六
九
二
一
）
　
で
、
「
緑
雨
は
女
が
き
ら
い
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
む
し

ろ
、
き
ら
い
で
あ
り
な
が
ら
捕
吏
必
要
で
な
い
こ
と
も
な
い
こ
の
対
象
に
、
そ
う
で

あ
る
が
ゆ
え
に
ひ
と
し
お
の
嫌
悪
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
」
と
述

べ
、
緑
雨
文
学
に
「
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
主
題
」
を
見
る
。

（
4
）
こ
の
他
に
も
、
こ
れ
ま
で
専
ら
緑
雨
自
身
の
女
性
憎
悪
に
還
元
さ
れ
て
き
た
、
男
性

を
経
済
的
に
苦
し
め
る
も
の
と
い
う
女
性
像
や
、
結
婚
に
対
す
る
嘲
笑
や
否
定
も
ま

た
、
兆
民
訳
「
情
海
」
や
秋
水
訳
「
情
海
一
瀾
」
に
見
ら
れ
る
。
緑
雨
の
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
に
見
ら
れ
る
女
性
や
結
婚
に
関
わ
る
言
葉
は
、
西
洋
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
の
接
触

の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
る
。

（
5
）
緑
雨
が
発
禁
処
分
を
受
け
た
後
、
社
主
の
黒
岩
涙
香
は
緑
雨
の
「
萬
朝
報
」
退
社
を

秋
水
か
ら
言
わ
せ
て
い
る
。
緑
雨
が
秋
水
の
説
得
に
応
じ
た
背
景
に
は
、
こ
う
い
っ

た
事
情
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
r
世
界
文
学
事
典
」
「
ミ
ソ
ギ
ユ
ニ
ア
」
（
二
〇
〇
二
二
一
集
英
社
）

（
7
）
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
五
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
八
八
四
年
に
虹
婚
法
が
成
立
し
て

い
る
。
川
本
静
子
氏
は
、
r
（
新
し
い
女
た
ち
）
の
世
紀
末
」
　
二
九
九
九
・
四
み
す
ず

書
房
）
　
で
、
「
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
運
動
は
、
や
が
て
高
等
教
育
の
拡
大
・

選
挙
権
の
獲
得
・
道
徳
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
見
直
し
へ
と
め
ざ
ま
し

い
闘
い
を
展
開
し
て
い
く
」
と
述
べ
、
「
新
し
い
女
」
と
は
「
魔
性
の
女
」
で
あ
り
、

「
バ
ー
デ
ィ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
世
紀
末
の
男
性
作
家
た
ち
は
、
性
的
情
熱
に
人
間
行

動
の
支
配
原
理
を
兄
い
だ
し
、
肉
体
を
具
え
た
女
の
生
と
性
の
営
み
の
追
求
を
突
破

口
に
、
」
閉
塞
状
況
か
ら
の
活
路
を
求
め
た
と
論
じ
て
い
る
。

（
8
）
r
世
界
文
学
事
典
J
「
ミ
ソ
ギ
ユ
ニ
ア
」
（
前
出
）
で
、
木
村
健
治
氏
は
、
「
古
代
ギ
リ

シ
ャ
・
ロ
ー
マ
文
学
に
ミ
ソ
ギ
ユ
ニ
ア
が
目
立
つ
と
す
れ
ば
、
二
つ
ぐ
ら
い
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
詩
人
自
身
の
同
性
愛
的
な
傾
向
と
い
う
、
個
人

の
資
質
に
還
元
で
き
る
理
由
。
も
う
一
つ
は
、
特
に
風
刺
詩
の
よ
う
な
場
合
、
最
も

安
全
な
風
刺
対
象
は
女
性
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
。
こ
れ
は
古
代
社
会
に
お
け
る
女

性
の
地
位
と
い
う
社
会
的
な
問
題
に
還
元
で
き
る
理
由
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
）
　
r
平
民
新
聞
」
第
二
号
（
明
三
六
・
一
一
二
五
）
　
～
第
六
四
号
（
明
三
八
二

二
九
）
、
最
後
の
掲
載
分
の
み
「
直
言
」
　
（
明
三
八
・
九
二
〇
）
　
に
連
載
し
て
い
る
。

（
1
0
）
拙
論
「
日
清
戦
争
後
の
緑
雨
－
国
家
主
義
化
へ
の
抵
抗
－
」
（
r
近
代
文
学
試
論
」
第

四
二
号
二
〇
〇
四
・
二
〇

（
1
1
）
中
野
三
敏
氏
は
、
r
緑
雨
筈
語
】
「
解
題
」
二
九
九
「
七
冨
山
房
）
で
、
鴎
外
の

「
ラ
プ
ル
ユ
エ
ー
ル
が
筏
言
教
則
」
、
「
毒
舌
」
を
挙
げ
、
「
前
者
は
　
（
略
）
主
と
し
て

批
評
家
、
も
し
く
は
読
書
に
関
す
る
皮
肉
の
類
を
抽
き
出
し
た
も
の
。
後
者
は
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
、
ポ
ー
マ
ル
シ
ェ
、
ル
ソ
ー
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
等
の
、
女
性
も
し
く

は
恋
愛
に
関
す
る
辛
口
の
評
語
を
列
挙
す
る
。
（
略
）
批
評
家
論
、
読
書
論
、
女
性

論
、
恋
愛
論
と
く
れ
ば
、
い
ず
れ
も
わ
が
緑
雨
音
譜
に
あ
っ
て
も
常
連
と
言
う
べ
き

も
の
、
緑
雨
を
し
て
、
洋
人
何
す
る
も
の
ぞ
と
奮
い
立
た
せ
る
も
の
が
無
か
っ
た
と

は
言
い
切
れ
ま
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
氏
は
ま
た
、
ピ
ア
ス
r
悪
魔
の
辞
典
」
の
内

容
が
、
「
疇
外
の
耳
目
を
通
し
て
」
、
「
緑
雨
に
ま
で
届
い
て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

（
ほ
）
国
立
国
会
図
昏
館
絹
r
明
治
・
大
正
・
昭
和
　
翻
訳
文
学
目
録
」
　
（
一
九
五
九
・
九

風
間
軍
房
）

（
日
豊
河
盛
好
蔵
氏
は
前
出
論
文
で
、
緑
雨
の
「
人
間
不
信
は
、
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
コ
t
を
思

わ
せ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
1
4
）
前
出
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（
1
5
）
　
r
思
い
出
す
人
々
」
「
斎
藤
緑
雨
」
（
大
一
四
二
ハ
春
秋
社
）

（
1
6
）
山
田
勝
氏
の
、
r
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
　
貴
族
趣
味
と
近
代
文
明
批
判
」
　
（
一
九
八
九
・
九

日
本
放
送
出
版
協
会
）
、
及
び
r
孤
高
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
　
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム

ズ
の
世
紀
末
」
　
二
九
九
一
・
五
早
川
書
房
）
を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
1
7
）
山
田
勝
「
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
　
貴
族
趣
味
と
近
代
文
明
批
判
」
　
（
前
出
）

（
1
8
）
中
野
三
敏
氏
は
、
「
そ
の
内
な
る
江
戸
」
　
（
r
緑
雨
全
集
」
「
月
報
2
」
一
九
九
〇
二

二
）
　
で
「
緑
雨
の
拠
り
所
が
前
期
戯
作
に
あ
っ
た
事
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
」
、
「
緑
雨

が
そ
の
内
な
る
江
戸
を
中
期
の
江
戸
に
見
定
め
て
い
た
ら
し
い
と
わ
か
れ
ば
、
扱
そ

こ
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
か
。
こ
れ
か
ら
探
る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

（
1
9
）
拙
論
「
日
清
戦
争
後
の
緑
雨
－
国
家
主
義
化
へ
の
抵
抗
－
」
　
（
前
出
）

（
2
0
）
拙
論
「
斎
藤
緑
雨
の
r
恋
し
と
r
問
L
 
I
恋
愛
神
聖
論
か
ら
道
徳
回
帰
へ
の
時
代
の

中
で
－
」
　
（
「
近
代
文
学
試
論
」
第
四
〇
号
二
〇
〇
二
二
二
）

〔
付
記
〕
テ
キ
ス
ト
の
引
用
は
、
r
斎
藤
緑
雨
全
集
」
　
（
一
九
九
〇
二
ハ
筑
磨
古
房
）
、
r
中
江
兆
民

全
集
」
　
二
九
八
三
・
一
二
岩
波
書
店
）
、
r
幸
徳
秋
水
全
集
」
　
（
一
九
八
二
・
四
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
）
　
r
鴎
外
全
集
」
　
二
九
七
一
二
　
二
石
渡
書
店
）
　
に
よ
る
。
但
し
、
原
則
と
し

て
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
い
た
。

ま
た
、
小
塙
は
、
二
〇
〇
五
年
二
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
八
回
北
村
透
谷
研
究

会
全
国
大
会
（
於
鈴
鹿
市
）
　
で
の
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。

－
つ
か
も
と
・
あ
き
こ
、
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
－
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